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作品評
　本作品は、全国都市緑化信州フェアが開催
されたメイン会場及びサブ会場の基本設計・
実施設計と管理・運営を行ったものである。
　このうちメイン会場の空間構成は、「信州ら
しさの体感・創造・交流」をキーワードとす
る4つのエリアと「展示・出展・催事・協働」
のコンテンツが重なり合う9つのゾーンで構成
されている。
　各ゾーンで工夫を凝らした緑の演出が見ら
れるが、特に北アルプスを背景に丘の起伏を
活かして整備された大花壇の「北アルプスの
花の丘」は、信州フェスタを成功に導いたメ
イン施設としてデザイン的にも優れた空間と
なっている。
　また、会場内の動線配置も眺望点や各ゾー
ンへの移動がスムーズな構成となっている。
　本作品に対しては選考視点毎の評価は分か
れたが、総合的な評価点が高く優秀賞となった。

作品概要
作品名─── 第36回全国都市緑化信州フェア信州花フェスタ2019
所在地─── メイン会場：長野県松本平広域公園ターミナルゾーンほか［松本市］、
                        サブ会場：国営アルプスあづみの公園堀金･穂高地区［安曇野市］、
                        同大町･松川地区［大町市］、県営烏川渓谷緑地［安曇野市］、
                        グリーンシェアスポット：長野県内一円
発注──── 第36回全国都市緑化信州フェア実行委員会
設計──── KRC・空間創研 設計共同体
設計協力 ── メイン会場：越 洋子（越ガーデンデザイン事務所）
                       サブ会場：矢澤秀成（やざわ花育種株式会社）
監理──── KRC・空間創研 設計共同体
施工──── ㈲アルプス造園、㈱信濃美植、㈱信州グリーン、㈲信州緑地、
                       ㈱緑化センター
設計期間── 2016年12月～2019年6月（基本計画、実施計画、実施運営・監理含む）
施工期間── 2018年8月～2019年5月
規模──── 約24ha
主要施設── 県民協働による展示空間、主催者による展示空間、企業団体・
                       自治体等による出展空間、催事空間、会場修景花壇及びフェア会場                        
                       の諸施設・建築物等

多様な主体が参画するフェアの実践
　フェアを持続可能な緑化推進の普及・啓発の契機とするため
に、体感・創造・交流の 3つを展開方針に沿って、計画段階
から県民、企業、団体らの主体的な参画による協働の取り組み
を幅広く展開し、多様な主体による設計、施工（整備）、維持
管理を実践しました。

全国都市緑化フェア初の高地での春開催
　高地で行われる初の春開催フェアとして、信州の春の魅力を
伝えるとともに、芽吹きから開花、展葉、春から初夏への花の
移ろいなど、会期を通じて花・緑の見どころが継続するよう、
気候に配慮した植物の選定、配植、植栽、補植、植え替え等を
計画・設計しました。

の創出」、「緑化の推進力となる人材の育成」を開催意義に掲げ、
緑化推進に留まらず花緑を繋ぎ役として地域産業、観光の振興、
まちづくりを支える人的ネットワークの拡充・持続等を目指し
ました。

信州らしいランドスケープへの気づきと新たな価値の創造
　メイン会場は北アルプスを背景とした松本平の広がりと既存
のアカマツ林を活かし、北アルプスの山麓部に位置するサブ 3

会場は豊かな自然環境の魅力を最大限に活用した会場計画によ
り、信州の自然景観・環境ストックと調和する花緑と活動によ
る新たな価値付けを行いました。

フェアの概要
　第 36回全国都市緑化信州フェア信州花フェスタ 2019は、
「北アルプスの麓から広がる 花と緑に包まれた しあわせ暮ら
し」をテーマとして、平成 31年 4月 25日から令和元年 6月
16日までの 53日間、開催されました。
　本フェアは、「信州らしい緑化意識の高揚」、「花と緑に囲ま
れたうるおいのあるまちづくりの推進」、「緑化によるにぎわい

県民協働による展示を見どころとするフェア
　協働の取り組みで生み出した空間はおまけ的なものではなく、
「北アルプスと花の丘」や「しあわせ暮らしの庭めぐり」など、
フェアの見どころの中核をなす舞台で実践し、高いデザイン性
を担保した協働展示として成立させ、人材育成の場としても活
用を図りました。

これからの協働・ストック活用と運用の提案
　メイン会場では、協働の取り組みを軸に、設計だけに留まら
ずその前後を含め実践のプログラムや手法を提示し、サブ会場
では、既存の公園施設やその周辺の魅力や素材を最大限に活か
した見どころの創出手法や信州らしい催事展開のあり方を示し
ました。

株式会社 ＫＲＣ
小林真幸・藤村忠志・三澤陽平・田口ちはる・亀山 涼・
長峯史弥・宮入賢一郎
株式会社 空間創研
宇戸睦雄・後藤逸成・荘田隆久・古屋 章・泉 崇・
多田祥子・山川弘子・徐 蓉

メイン会場：①はじまりの花庭 ②芸術と花の森（県外自治体出展） ③北アルプスと花の丘 ④信州彩園 ⑤しあわせ暮らしの庭めぐり
サブ会場（堀金・穂高地区）： ⑥ウェルカム花壇　サブ会場（大町・松川地区）： ⑦フラワーウォール ⑧シェードガーデン

第36回全国都市緑化信州フェア
信州花フェスタ2019


